
 お知らせ   ＥＣＯ  Ｎｅｗｓのホームページに掲示板を作りました。
 会員の情報交換にお役立て下さい。たとえば，スタディ関係の研修会の予定や実施報告を載せて下さい。
また，これから秋の研究授業，研究発表会を予定されている学校も多いと思います。日程が決まったら，
まず，掲示板に載せて全国の先生方へお知らせ下さい。

 ここでは，どうしても皆さんに認識しておいてもら
いたいことを述べたいと思います。
 まず第一番目に，今年度中に小中学校の学習指導要
領の原案が発表されるというような話がでておりま
す。学習指導要領が変ると，ほとんどの先生方は，何
がなくなった，今まで何年生にあった何が，何年生に
なったということにしか興味がないのです。おそら
く，今度の学習指導要領改定でも同じことではない
かと思います。そういった先生方には，極端に言いま
すと，今の学習指導要領のどこが問題で改定される
のか，次の学習指導要領のどこが重要なのかわかる
はずがないと思います。

学習指導要領の改定とＣＡＩ
 学習指導要領について考える時，やはり，教育の目
標ということを改めて考えてみる必要があると思い
ます。学校の一番の目標，学校でしなければならない
一番大切なことは何かというと，それは，基礎基本の
習得です。すべての子供に基礎基本を完全に習得し

てもらうことが，学校の仕事のうちで最も大切なこ
とであり，やらなければならない責任でもあるわけ
です。
 教育課程審議会が新しい指導要領について，６月２２
日に「まとめ」を出しました。審議会の会長が，テレ
ビなどで，今度の学習指導要領の中心は「教える学校
から学ぶ学校への変換」だと一所懸命に言っていま
す。しかし，現行の指導要領でも「自ら学ぶ主体的学
習」といった形でそれは既に言われています。次の指
導要領では，それがさらに中心になって，大切にされ
ていくということです。先に述べたように，学校での
一番大切なことは，基礎基本を身につけてもらうこ
とです。子供が学んで身に付けるものの第一は，基礎
基本であるわけです。ＣＡＩが目標としているのは，
一人びとりの完全習得学習です。完全習得学習とは，
１９５０年代末から１９６０年代にかけて主として
アメリカのカリフォルニア学派によって提唱されま
した。ブルームの教育過程などが日本でも受入れら
れたことをご存知の方も多いと思います。学習者各
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人のその時その時の学習状態をモニタリングして，そ
れを基に必要な情報をフィードバックし，必要な指導
を必要な時に適切に与えて行くことによって，完全習
得学習を実践しようとするフォーマティブエバリュ
エーション（形成的評価）が強調されたことがありま
した。フォーマティブ，学習のプロセスの途中で
チェックして問題点などを見出してちゃんと正しい方
向へ直してやる，そのためのエバリュエーション，評
価です。ところが，紙と鉛筆でのエバリュエーション
（評価）は，常に結果のエバリュエーションにしか過
ぎない。過程の評価はできません。紙と鉛筆のテスト
をやっていては，形成的評価は困難なのです。だか
ら，エネルギーを使う割に効果が上がらなかったの
で，形成的評価ということも日本では言われなくなっ
てしまいました。学習過程のデータが採れてそれを基
に形成的評価ができるようになったのは，コンピュー
タが教育に利用されるようになってからです。ＣＡＩ
は，この形成的評価に基づく完全習得学習を可能にし
たのです。
 今，ＣＡＩというコンピュータの使い方は古いとい
うようなことがよく言われます。教育工学をやってい
る人たちのほとんど全員がそんなことを言っていま
す。コンピュータが教育に利用されるようになってか
ら，そんなに長い時がたっていない，せいぜい３０年
ぐらいのものです。それがもう古いと言われる。とこ
ろが，学校の仕事が，基礎基本を完全に習得してもら
うということにあるのならば，そのツールとしてのＣ
ＡＩ，道具としてのＣＡＩは，絶対古くなるはずかな
いのです。ＣＡＩが古いと言う人たちの中には，たえ
ず新しいことを言っていないと自分の存在価値がない
かのように感じて，わけのわからないことを言ってい
る人もいます。私たちのやっているのを見て，これは
ＣＡＩではないと言った人もいますが，私たちはずっ
とＣＡＩと言って来ました。 あくまで基礎基本の習得
が学校の第一の使命である以上，そのための助けをす
るコンピュータをよりよい形で使って行くことが肝要
です。名前はどうでもいいのです。私たちのＣＡＩも
マルチメディアなど，新しいツールを使って，より簡
単にコースウェアもできるよう進んでいます。一人び
とりの子供に応じた完全習得学習を目指すことは，こ
れからもやって行かなければならないことであり，
もっともっと大切にして行きたいことだと思っていま
す。学校でのコンピュータ利用のあり方の一方には，
完全習得学習を目標としたＣＡＩがある。それは，指
導要領が改定されても変わらない。では問題は何かと
いうと，基礎基本とは何かということです。どれが基
礎基本なのか，何が基礎基本かというのは，人によっ
て意見が違います。これが基礎基本だということで議
論をさせたら，きりがなくなってしまいます。ですか
ら，日本の学校で学習すべき基礎基本というのは学習

指導要領に示されているものと言うしかないのです。
学習指導要領に示されていないものは，日本の学校で
は基礎基本ではないということになります。たとえ
ば，台形の求積がなくなりました。台形の面積を出す
のは簡単な応用なのだそうです。
 学習指導要領の改定をやる度に内容の精選とか厳選
とか言われます。今度の改定では切捨てだという話し
もあります。昔も精選といって一所懸命やったけれど
も，結局内容が増えてしまいました。厳選といって今
度は，３分の１削ると言っています。何を基礎基本と
するのか，学習指導要領に盛り込むのかは，教科調査
官の趣味というか考えというのがずいぶん働いていま
す。私が小さい時には，仮分数のままだと×でした。
それが，今，仮分数のままでも認めている教科書があ
ります。なぜ認めているかというと，単位分数という
考え方を強調したためです。何分の１という単位分数
のいくつ分だというのだから，そのまま仮分数でいい
のだそうです。でも，３メートルのテープを７人で分
けるといったいどれだけの長さになるかという時，３
を７で分けるから７分の３というのではどうもお気に
召さないらしい。１メートルという単位を７つに切っ
た７分の１，それを３メートルだから×３，だから７
分の３とういのが正しいのだそうです。子供がなんと
言ったかというと，「７分の３メートルなら使えるけ
ど，７分の１メートル３つもらったんじゃ使えない
や。」調査官に，この子供にどう答えるかを聞いてみ
たら，「それは数学の考え方だから」といっていまし
た。私は，実用と違うものを子供に押し付けてそれで
なくてはだめだというのは，おかしいではないかと
言ったことがありました。
 そういったことはともかく，学習指導要領に示され
ている内容，基礎基本が全員の子供に完全に習得でき
る助けになるためのＣＡＩの重要性は，先にも言いま
したが，永久に変わらないと考えています。

新学習指導要領とスタディノート
 スタディノートは，子供が自分たちで新しい考え方
を作り上げていく，やっていくことを助けるための道
具，情報活用能力，情報リテラシーに対する道具で
す。ＣＡＩとスタディノート，この２輪でしばらく
我々は走ってみたいなと思います。ところで，スタ
ディノートのようなネットによるコミュニケーショ
ン，いわゆるオンラインミーティングをやっている
と，大切になってくるのがオフラインミーティング，
実際に顔を合わせての活動です。パソコン通信のニ
フティにはいろいろなグループがあります。その中で
活発に活動しているグループは，よくオフラインミー
ティングをやっているようです。オフラインミーティ
ングとは一体どんなものなのか知りたくなりました。
そこで，私のところにシスオペをやっているのがおり

中央教育審議会とこれからの教育とコンピュータ

2



ましたので，一緒にオフラインミーティングへ行って
見ました。待ち合わせの時間に指定のところへ出かけ
ていくわけです。来ている人は，みんな顔を知らな
い。でもそこで長年の仲間のようにやっていました。
オンラインではなくて，オフラインで顔を合わせると
いうことが，人と人とのコミュニケーションには大切
なんだなあと実感しました。余田先生のところで集め
られているスタディノートの実践報告の中でも，コン
ピュータ上だけではなくて，お互い同士のオフライン
ミーティング，実際の話し合いが大切なことや，学習
の成果を上げているということが報告されています。
そういった意味でオンライン,オフラインを考えてい
く必要があります。
 私は，スタディノートは実はまだ相当恐い道具だな
と考えております。余田先生は，少し違うように考え
られていらっしゃるかもしれませんが，私はスタディ
ノートの授業を見せていただくと，先生の力量がその
ままもろに見えてしまうという印象を受けます。子供
に，普段から自分達で調べ学習をして自分達で考えた
ことをまとめるといったことを全然やっていない先生
が，ノートを使った授業をしても，そうすぐにうまく
はいかないのではないでしょうか。もっとも，実際に
使っているのを見ると，たとえ先生が悪くても，子供
がちゃんとやってくれるている，子供がカバーして何
とかうまくいっているという場合もあるようにも思い
ます。とにかくスタディノートを使ってみてくださ
い。そして，いろいろとやって見てください。

学校教育とインターネットについて
 今，コンピュータというと，インターネットという
ことがいわれます。アメリカの小学校のほとんどにイ
ンターネットが繋がっているという話が聞えてきま
す。調べてみると，８割以上のアメリカの小学校には
インターネットが繋がっているようです。普通イン
ターネットのターミナルは一本だけです。そこで，一
体学校のどこにインターネットに繋がったコンピュー
タが置かれているかというと，ほとんどの場合が図書
室です。日本では，どうなるのでしょうか。先週ある
県の教育長に会いました。来年あたりは，うちの県で
も何とか一つの学校に一本のインターネットが繋がり
そうですということでした。それは結構なことだ，お
おいにがんばってくださいと言いました。ついでに，
「ところで，そのインターネットを繋いだコンピュー
タはどこに置くのですか」と聞きましたところ，指導
課長が，「そうですねえ，校長室か職員室に…」。それ
では学校に置いたことにはならないのです。アメリカ
では，多くの学校で図書室にボランティアのおばちゃ
んがいます。小さい学校でも大抵います。そのおば
ちゃんたちが子供に読書指導をしたり，小さい子達に
は本を読んであげたり，あるいは，子供たちが調べ学

習をする手助けをしています。また，子供たちの本
の貸出し，返却の助けなどもしています。そうした
図書室にインターネットのターミナルがあって，子
供たちがそのボランティアのアドバイス，助けなど
を借りながら，自分達でインターネットを利用する，
そういったシステムになっているのです。コン
ピュータをどこに置いたら子供たちが使えるのか考
えていかなければなりません。
 アメリカの学校でのインターネットの活用を見てい
ると，英語はいいなあと思います。なぜなら，アル
ファベットの数は少ししかありませんし，一部の例
外を除いて，極端にわかりにくい文章というのもあ
りません。ですから，小学生でも上級生になれば，イ
ンターネットで呼出した役所の文書に知らない単語
が出てきても，辞書を引きながら読むことができま
す。日本の場合，実はインターネットで情報を取っ
ても，小学校５・６年生ぐらいで使えるものという
のがとても少ないのです。国立環境研究所というの
がつくばにあります。そこのホームページを子供が
調べたら，さっぱり分らない。まず，漢字がわから
ない。漢字は何とか一所懸命辞書で調べたとしても
全体の文章がわかりにくい。なかなか大変だなと思
いました。
 文部省は２００２年までに，インターネットを全部
の学校に敷くといっています。先生方の中にもイン
ターネット，インターネットと言って，インター
ネットさえ入れば，学校の問題はすべて解決し，未
来社会は到達するというようなことを言っている人
もいます。けれども，現状を見ていると，学校での
インターネットの使い方というのは，一体どうなの
かなあとしみじみ思うことがあるのです。アメリカ
の副大統領のゴアがインターネットは，「子供がいき
なり専門家と話しができる，やり取りができる」と
言っています。これがとても心配なのです。つくば
の小学校でインターネットを使った研究授業があり
ました。その時，参加された先生方が大変に感心さ
れた授業の一つが，３年生だったか，国語の授業で
した。全国にはいろいろな種類の凧があるといった
ようなことが教科書に載っていて，それでは，どん
な凧があるのが調べてみようと，子供たちが調べた
結果を発表するという授業でした。ある児童たちは
図鑑で調べたり，お家の人に聞いたりしました。あ
るグループは，各県の観光課へインターネットで
メールを送って「おたくの県ではどんな凧がありま
すか」と問い合わせました。そうしたら，長崎県の
観光課から「長崎凧の名人がいます。」と返事が来ま
した。その人のところにはインターネットがないか
ら，手紙を書いて聞いてみるとよいと住所と名前を
教えてくれました。そこで，子供が手紙を書いて
送ったら，その名人は感激して，凧の作り方などを
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漢字には全部ルビを付けて説明した手紙と一緒に，長
崎凧を送ってくれました。子供は大喜びです。その時
来られた先生方もさすがインターネットだと感心され
ていました。私はちょっと待てよと思いました。その
教科書のシェアから考えて，もし，同じ教科書を使っ
ている３年生の３分の１ぐらいが同じことをやったら
どうなるか，ぞっとしますね。県の観光課が大変で
す。パンクするのではないでしょうか。何千もの手紙
が長崎凧の名人のところに飛込んだら，その方は印刷
したものを送り返すだけでも大変なことになるのでは
ないでしょうか。私だったら，毎日全国の子供から１
０通ずつメールが来たら，もうお手上げです。子供一
人一人質問の内容は違っているだろうし，ちゃんと答
えなければならないでしょうから。
 こうしたやり方で，学校でのインターネット活用が
もてはやされると，大変なことになってくるぞと思い
ます。インターネットをどのように授業に取り入れて
使うかは，よく考えて行かないと困ると思います。
ホームページを上手に使うなどは一つの例です。ま
た，今，こねっとプランというのがあちらこちらで非
常に迷惑をかけているようです。こねっとプランで
は，インターネットが使えないので，フェニックスを
使ったテレビ会議というのがはやっています。そこ
で，人気の高い北海道の学校や沖縄の学校では方々か
らテレビ会議をやってくれといわれて困り切っている
ところがあります。

総合学習にふさわしい教材
 今度の指導要領の改訂で話題を集めている総合学習
について述べておきたいと思います。これは，実際に
は非常に難しいと思います。たとえば，以前，理科に
ついて中学校で１と２に別れているのを一緒にしてし
まえばというのがありました。ところが，実際にやろ
うとすると，担当する先生がいないのでだめでした。
高等学校では，ジェネラルサイエンス（一般科学）を
やろうとして何回も試みたけれども，やはりだめ。そ
れが，今度はいろいろな教科を総合的に学習をする，
しかも，その学校独特のものを考え出せとは，まあ，
大変なことになるでしょう。そんなことをやっていて
世界のテストで，日本は知識面もだめになってきたな
どという話になりかねないと思います。
 私は，総合学習の一番いい題材はふるさと学習，ふ
るさと研究だと思います。また，ふるさと学習という
のは，環境教育の一番重要なものだとも思っていま
す。実は，去年の秋から今年にかけて環境教育指定校
の研究授業をいくつか見ました。環境教育は，Think
globally Act locally などと言われて世界的な視野
から考えていかなければならないというので，小学
校，中学校のほとんどのところが，ボルネオ，インド
ネシアの山火事をやっていました。あるいは熱帯雨林

の伐採を取上げていました。そして，緑資源が地球か
らなくなってしまうので，森林を燃やしたり熱帯雨林
の伐採はやってはいけないというのが結論でした。
 私は，環境教育という言葉を１９７2年に日本で最
初に使った者ですけれども，そういう環境教育という
のは，ちょっと違うと思うのです。環境教育というの
は，環境について考え，どうすれば人類がこれから長
い間この地球上で生存し続けていけるか，その方策を
考えるものだと考えています。人類が地球上で永遠に
生延びることは絶対にありえないことです。天文学的
な数字になりますが，太陽はいつか爆発します。その
時，地球上の生命はすべてなくなってしまいます。し
かし，そうなるまでの間，地球上で人類がどれだけ長
い間，文化的な生活を保って生き長らえることができ
るか，そのためには今，どうしなければならないか，
それが環境教育です。
 環境教育に重要なことは，環境倫理です。情報にも
情報倫理がありますが，倫理とは，人と人とのつきあ
いをルール化したものです。環境倫理というのは，環
境と人類とのつきあい，環境と自分とのつきあい方で
す。そして，自分を取り巻いているものすべてが環境
なのです。人と人との付合いも環境です。自分と，そ
れ以外のものが調和してどのようにお互いに生き続け
ていけるか，しかも，文化的な生活を続けていけるか
これが重要なのです。
 今，環境教育の授業でよく取上げられているボルネ
オ，インドネシアでどうしてあのような森林火災が起
きたかというと，あれは，火をつける人達がいるから
です。どうして，火をつけるのかというと，森の中の
ラワンなどの金になる木は，もうみんな切られてし
まっています。あとに残っているのは雑木ばかりで
す。雑木は金にはなりません。日本でも，間伐材は人
手がかかる割には金にならないから間伐作業をしなく
なっていますが，彼らも雑木は金にならないから，乾
季に林に火をかけて更地を作ってしまう。そしてそこ
に新たに金になる作物を植えるのです。たとえば，油
ヤシを植えます。油ヤシならば2年から5年ぐらいで
お金になります。つまり，ほかに収入を得る手段がな
いから，森に火を付けて更地を作り，換金作物を植え
て収入にしようとしているわけです。現金収入を得て
少しでも文化的な良い生活をしたいのです。戦後の日
本が，山の木を切っても更地はならないから，木を切
る代りに海を埋立てて，コンビナートを作って発展し
てきたようにです。環境教育で熱帯雨林を守れと言う
時，自分達は先進国で豊かな生活をしながら，そこに
本当に生活している人々のことを考えてはいません。
しかし，開発途上の国の人々が自然環境を守るため
に，いつまでも不便で非文化的な生活を強いられてい
て良いというのではありません。環境教育というの
は，すべての人が文化的な生活を環境と調和しながら

中央教育審議会とこれからの教育とコンピュータ
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できるだけ長くこれからも続けて行けるように環境倫
理を身につけることです。
 Think globally といって，よその国の森林破壊がけ
しからんと言うよりも，今，自分達が住んでいる場所
がどういう場所であったか，そこでは昔どういう生活
が営まれていたか，今とどう違うか，それはなぜか，
というふるさと学習の方が大切だと私は思います。そ
して，こうしたふるさと学習は，社会科にもなれば国
語にもなります。たとえば，北海道では，鮭が川を
上ってくる量を記録したデータがあります。これをも
とに子供にグラフを書かせてみます。そうすると，初

  6 月 27日～ 28日，東京市ヶ谷のシャープ株式会社
ＯＡプラザを会場にインストラクター研修会が開催さ
れました。北海道から沖縄まで，各地の先生方31名
が参加されました。研修は，この6月に教育課程審議
会のまとめとして出された教育課程の基準の改定に明
記された総合的学習について，特に具体例として挙げ
られている「情報」とスタディの位置づけと展開につ
いての東原先生から講義でスタートしました。続い
て，余田先生の総合的学習とスタディノート展開につ
いて，実践例を紹介しながらの講義，中山先生の総括
と講義が続いた後，情報交換会が開かれて第一目が
終わりました。二日目は，午前中，東原先生からスタ
ディマルチメディア教材の新動向の紹介，研修会にご
参加の長野県の丸山先生，宮城県の高橋先生からコン
ピュータやインターネット導入時におこる物的，人的
トラブルとその対処法の報告があり，午後からはいよ
いよ，各グループに分かれて今年の研修計画作成作業
に入りました。そして最後にそれぞれの研修会の基本
方針が発表されて，研修会は終了しました。インスト
ラクター研修会を年一度の”同窓会”のように考えて
いらっしゃる（？）ご常連のスタディベテランから今
年初めて参加された方まで，これからの”暑いスタ
ディの夏”に向けて真剣な研修が行われました。今年
のスタディ研修会は，計画段階で，全体に期間が短く
なる傾向が見られました。そうした中で，効率的に研
修を進めるために，研修会のツールとしてスタディ
ノートを有効に活用することが提案された研修会があ
りました。
 なお，インストラクター研修会参加者名簿＆地域研
修会の予定とインストラクター研修会場の様子を写し
た写真は，ECO Newsホームページの「研修会のペー
ジ」に載っています。

めは上ってくる鮭の量に波がある。多い年もあれば少
ない年もある。それが，ある時から急に量が増えてい
ることがグラフから読取れます。それは何故か，子供
が話合う，いろいろ考える。社会科であり，算数のグ
ラフの授業でありという総合学習です。私は，総合学
習として一番良いのはふるさと学習だと思います。そ
して，それは環境教育としても一番良いものではない
かと思います。子供たちは，こうした学習を通して自
分のふるさとはすばらしいものだ，また，大きくなっ
たら帰ってきたいところだと考えるのではないかと思
います。

受講生・講師・スタッフ勢揃い

先生，
がんばって！

東原先生

只今，研修計画作成中の

受講生の先生方

’９８ 夏！

スタディインストラクター研修会が
開催されました

余田先生

中央教育審議会とこれからの教育とコンピュータ／ '98スタディインストラクター研修会
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《 7月 17日八王子市立柏木小学校の五十嵐先生から
メールが来ました。タイトルは，近況報告となって
いましたが，貴重なスタディノート実践報告です。》

［スタディノート・メーリングリスト］http://
www.kasei.ac.jp/eco/ECONews.html
============================================================================
 私は，今年度は理科専科ではなくて５年生の担任を
しております。どんな風にスタディノートを活用し
ようかと考えているところです。
 子どもたちと，スタディノートとの第一回目の出会
いの時間は５月。２月の筑波での研修を参考にさせ
ていただきました。「スタディノートとは・・・・」
というキャッチフレーズを考えて
親情報としてデータベースにのせ，いいと思ったも
のに「賛成」という子情報を入れる・・・そんな

《すぐに，兵庫県氷上郡崇広小学校の堀先生から返
事です。》

［スタディノート・メーリングリスト］http://
www.kasei.ac.jp/eco/ECONews.html
============================================================================
五十嵐先生ありがとうございました。
 日頃目立たない児童の積極的に・・・・というと
ころ実感します。コンピュータにおける対話と
は・・・・いいテーマですね。
 私は，今，算数でデータベースを活用し始めまし
た。６年生なのですが，普段の授業では，全く考え
もノートに書かない発表もしないという児童が休み
時間までコンピュータ室に行って自分のノート（ス
タディノート）に表現しようとする姿を見てその子
の見方が変わってきました。
 今後も実践を紹介して下さい。    堀  博文

山形県寒河江市★
7.31

大分県別府市★
7.27

岩手県久慈市★

8.18

沖縄県浦添市 ★ 8.21
 具志川市★ 8.20-21

茨城県美浦村★
8.24

島根県益田市★
8.28

富山県滑川市★
8.11

埼玉県坂戸市
8.18-19

愛知県豊田市
8. 後半

埼玉県日高市
8.27-28

茨城県つくば市★
7.22-23

宮城県仙台市
8.27

北海道十勝・帯広市
8.4 . 5

茨城県取手市
8.18-20

和歌山県和歌山市
8. 上旬

スタディ地域研修会＆講演会

 インストラクター研修会に参加された先生方
が，各地の研修会では企画・運営から講師・イ
ンストラクターまで，大活躍されます。

              スタディノート

                  メーリングリスト

 東京家政学院筑波女子大学の余田先生がオペレー
ションされている「スタディノート・メーリングリ
スト」が盛況です。スタディノートを使った授業の
報告あり，スタディノートおよびネットワーク全般
に関する質問と解答あり，余田先生からの資料提供
やプレゼントもあり，スタディノートの裏テクニッ
ク（？）ありです。

 メーリングリスト参加を希望される方は，
yoden@cs.kasei .ac . jp

へ，次の内容のメールをお送り下さい。
・Subject に「メーリングリスト参加希望」と記入
・本文には所属・連絡先（住所，電話番号）・名前
（ふりがな）を記入
 ご質問，お問い合せも上記アドレスへお願いいたし
ます。

 どんなやり取りが行われているか，ちょっとご紹
介します。

研修がありましたね。それを応用してみました。
クラスで飼っているモルモットの名前を１人ずつ考
えて親情報としデータベース上で投票したのです。
これは大変おもしろかったです。児童はコンピュ－
タで投票できることに感激していました。
簡単にデータベースの使い方を理解させることがで
きました。
 ２回目は（６月）スタディノートで学級会を開い
てみました。児童会からの提案「学校生活で困って
いること，お願いしたいこと」を，それぞれがノー
トに簡単にまとめて親情報とし，それに対する意見
を子情報として入れました。日頃発言の目立たない
児童も話し合いに積極的に参加できおもしろかった
です。
 今後も，コンピュ－タにおける対話とは・・・と
いうことを考えながらいろいろ実践していこうと
思っています。みなさんのいろいろな実践を，もっ
ともっと知りたいと考えています。
 これからもよろしくご指導ください。
　                            五十嵐俊子

盛況
です
！！

★は中山先生
の講演があり
ます

盛況です！スタディノートメーリングリスト
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《余田先生から，研修会用資料をホームページ上に公
開したお知らせと解説です。》

［スタディノート・メーリングリスト］http://
www.kasei.ac.jp/eco/ECONews.html

============================================================================
余田＠筑波女子大です。

今年の夏に研修会等の講演で使うプレゼン資料を
PDF化しました。
※　今日，塩尻の研修会で使ったのもこれです。
※　PDFファイルを表示・印刷するには，アドビ
   社のアクロバットリーダーが必要です。
   ↓ここで入手してください。（無償）
※　http://www.adobe.co.jp/product/acrobat/
    readstep.html
FTPサーバーに入れておくと同時に，WEBでも取れ
るようにしておきます。プレゼン資料だけを見たの
ではよくわけがわからないと思いますので，ホーム
ページでリンクは張っておりません。
私が講演に行く予定のところの方は，URLを入力し
て表示・印刷して配布資料としてお使い下さい。
（中略）

●参考　－－－　FTPとは，解凍とは。
FTPとはインターネットでファイルをやりとりする
ためのしくみです。FTP は，file transfer proto-
col の略ですが，ファイル転送プログラム程度に理
解しておいてもらえると，わかりやすく覚えやすい
と思います。
 FTPでファイルを入手するには，FTPのプログラム
を入手する必要があります。私は，FTP Explorer と
いうソフトを使っています。このソフトはシェア
ウェアですが，教育関係者に対しては有り難いこと
にフリーです。
 入手方法ですが，窓の森を利用されるのがよいと
思います。FTP Explorer は↓にあります。マニュア
ルもここで入手できます。
          h t tp: / /www.forest . impress .co. jp/
          f tp .h tml#f tpx
（中略）
 FTPで入手できるファイルの多くはLZHという方法
で圧縮がかかっています。これを解凍して使えるよ
うにするには，LHMeltというソフトがお勧めです。
↓ここで入手できます。フリーソフトです。
      h t tp: / /www.forest . impress .co. jp/
      archiver.html#lhmelt
 使い方など，わからないことがありましたら，こ
のメーリングリストで質問して下さい。
- -
余田義彦（よでん・よしひこ）

《こちらはÅC北海道の高橋裕幸先生がメーリングリ
ストで送られた質問に対する，余田先生の返事です。》

［スタディノート・メーリングリスト］h t t p : / /
www.kasei.ac.jp/eco/ECONews.html

============================================================================
余田＠筑波女子大です。

高橋先生，こんにちは。
At 10:06 PM 98.7.10 +0900, 高橋　裕幸 wrote:
＞うちの子供から私のところに来たメールにあった質
＞問なのですが，間違って送ってしまったメールを消
＞すことはできないかということです。まだ相手が読
＞んでいない時点で，送り主が消すことはできないの
＞でしょうか。まだ慣れないので，適当にクリックし
＞たりして，間違って送ってしまうことがあるようで
＞す。十分注意はしているのですが。

 世の中のたいていのメールがそうであるように，ス
タディノートのメールも現在のところ，一度送ったも
のは取り消しできません。
 ハラハラ・ドキドキでメールを送るのでなく，もっ
と気軽に送るようにしてもらえればいいのですが…。
へんなメールを送ったことに気づいたら，「ごめんね」
というメールを送るという方法で対処するとか…。

 「電子メールは他人に読まれる可能性がある…，他
人に読まれて困るものは電子メールで送らない」とい
うことの体験的学習（一種の情報教育）になるかもし
れません。

★ただ，スタディノートは設計理念として「子どもに
無用な失敗経験を与えない」ということを掲げており
ます。例えば，エラーメッセージでなく，「どう対処
すればよいかを知らせる」ヒントメッセージが表示さ
れるのはそのためです。
ですから，この件についても，他の先生方から要望が
多ければ，対応を前向きに考えたいと思います。
皆さん，この件について，どう思われます？
ó
余田義彦（よでん・よしひこ）

ニュース
by  sharp system products co.Ltd.

★スタディシリーズVer.3のお知らせ

 スタディネット，スタディタイム，スタディノート
のVer.3へのバージョンアップに伴う変更点のお知
らせです。

●スタディネット
・教材，学習記録簿，名簿の基本ディレクトリに
ネットワークパスを設定できるようになり，ネット
ワークドライブの割り当てをする必要がなくなりま
した。
・教材，学習記録簿，名簿を選択する操作画面が変
わりました。
・授業開始時の教材選択は，「環境の設定」で設定
した基本ディレクトリより下のディレクトリにある
教材のみ選択できます。基本ディレクトリより上に
行ったり，ドライブを切り替えることはできませ
ん。
・32ビットアプリケーションソフトとなりました。

このキャラクター
たちは，メーリン
グリスト参加者へ
の余田先生からの
プレゼントの一部
です。

盛況です！スタディノートメーリングリスト／ studYsiries ニュース
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●スタディタイム
＜スタンドアロン型・
ネットワーク型共通＞
・教材，学習記録簿を
選択するインター
フェースを変更しまし
た。学習を終了するの
に，F1キー終了に加え，メニューバーを表示し，メ
ニューからも終了できるようになりました。
・フロントエンドからの入力が回答欄上でできるよ
うになりました。
・32ビットアプリケーションソフトとなりました。
＜ネットワーク型のみ＞
・スタディネットの「環境の設定」の教材基本ディ
レクトリに設定する内容によって，ネットワーク型
スタディタイムの教材ディレクトリに設定する内容
が変わります。
1．スタディネットの教材基本ディレクトリに
  ネットワークパスを指定した場合
     スタディネット   ¥¥SERVER¥STUDY¥COURSE
     スタディタイム   空白
２．スタディネットの教材基本ディレクトリにド
  ライブを含んだパスを指定した場合
      スタディネット  D:¥STUDY¥COURSE
      スタディタイム  E:¥STUDY¥COURSE

● スタディノート
１． サーバ
①インストール
・都道府県や市町村名を入力し，小学校か中学校
 かその他かを選択する機能が追加になりました。
・小学校か中学校かによって学年，科目，掲示板
 の内容が変わります。その他を選んだ場合は，小
 学校と同じです。
②ユーティリティ
【掲示板】
・永久保存や，追加変更の禁止を設定できるよう
 になりました。
【名簿作成】
・「クラス名」で設定したクラスのみを編集できる
 ようになりました。パスワードを設定したり，
 ノートディスクを作成できます。
【年度更新】
・旧年度の名簿を新年度のクラスに組み替え，新
 年度のクラスで利用できるようになりました。
 （年度更新で，名簿が新年度用に変換されます）
・旧年度で利用していたノートディスクやメール
 を新年度でも継承して利用する場合は，必ず年度
 更新を行って下さい。
【クラス名】
・クラス名を設定できるようになりました。
【HTMLへの変換】
・掲示板，データベースの内容をHTMLに変換でき
 るようになりました。

２．クライアント
①起動画面の選択
・インストール時に小学校か中学校かその他の選
 択が追加になり，その指定により，起動時のタイ
 トル画面が変わるようになりました。その他を選
 んだ場合は小学校と同じ画面です。
②ログイン
・ログイン時にノートディスクを利用するのに加
 え，パスワードを使って認証を行なえるようにな
 りました。ノートディスクを利用しない場合は，

 確認画面にパスワード入力が表示されます。
③その他
・情報をリストから選択する方法が，ダブルク
 リックに加えシングルクリックにも対応し，「決
 めた」ボタンで選択できるようになりました。
④ノート
【読もう】
・"印刷 "ボタンが追加されました。画面の印刷が
 できます。
・"クリップボードへコピー"ボタンが追加されま
 した。表示されている内容をクリップボードへ登
 録できます。
【書こう】
・"マルチメディア"ボタンが追加されました。
 「バックに絵・写真をならべよう」「バックに音
  を入れよう」「文を入れよう」「絵・写真を入れ
  よう」「音ボタンをつけよう」「ビデオボタンを
  つけよう」 「その他ボタンをつけよう」「新し
  い絵を作って入れよう」「音ボタンをつけて録
  音しよう」があります。
・"フォルダ"ボタンが追加されました。
  「このコピーを自分のフォルダに入れよう」
  「自分のフォルダを整理しよう」「このコピー
   をみんなのフォルダに入れよう」「みんなの
   フォルダを整理しよう」があります。
・"絵をかこう "ボタン機能が変わりました。
 背景を描く場合，ノート専用エディタで画面を作
 成できるようになりました。
・終了時に書き込まずに終わることができるよう
 になりました。
⑤データベース
・データベースの一覧に，学校名が表示されるよ
 うになりました。データベースの一覧は，データ
 ベースの読みがなで並び替えられ，最後に調べた
 データベースが一番上に表示されます。
・「調べよう」の中の"ならべかえ"ボタンがなく
 なり，"その他 "ボタンの下に "古い情報を上に
 " と " 新しい情報を上に " ボタンが入りました。
・「その他」に"**情報追加変更状態の切替**"ボ
 タンが追加されました。データベースの内容の追
 加変更を許可したり禁止したりできます。

★スタディシリーズホームページ開設
 スタディシリーズの詳細をホームページでも紹介
しています。ぜひご覧ください。
http:/ /www.sharp-ssp.co. jp/products/s tudy/
index.htm

★Windows98への対応について
 7月25日に発売のWindows98にも対応してまいり
ます。

ニュース     －つづき－

ＥＣＯ  Ｎｅｗｓ
２１世紀教育研究所

〒305-0005  茨城県つくば市天久保4-3-10
      ℡ 0298-50-3321     fax0298-50-3330
         e-mail econews@green.ocn.ne.jp
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studYseries ニュース

 ECO News No.56の発行が，大幅に遅れたことを
お詫び申し上げます。遅れているうちに，ｲﾝｽﾄﾗｸ
ﾀｰ研修会に続いて中央研修会も無事終了いたし
ました。No.57では中央研，地域研の報告を載せる
予定です。

 お盆を過ぎると，もう新学期が始まる地域の先
生方，これからスタディ研修会を迎えるという
先生方，暑さに負けずに，
頑張りましょう。
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